
藤波啓容、堀井宏悦、堀善之、松本富雄、水村孝行、柳井章宏、和田晋治、埼玉県市町村支援部生涯学習文化財課、

ふじみ野市立大井郷土資料館、（株）東京航業研究所、（株）ふじみ野リゾート、（株）堀井不動産、（有）文化財COM、

（有）アルケリサーチ

７．発掘調査ならびに整理作業参加者は下記の皆様である。記して厚く感謝の意を表したい。（敬称略）

〈発掘調査参加者〉新井和枝、飯塚泰子、井川弘、壹岐ヒサ子、井上晴江、井上麻美子、宇佐美弘澄、臼井孝、内田潔、

遠藤忠志、大久保明子、大曽根キク子、長田弘毅、小田静夫、小野沢保孝、金子君子、菊口繁子、小林こずい、

西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、高貝しづ子、滝沢久嘉、戸澤竹二、富寺佐代子、

中村正、沼澤岩男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、増沢勝実、宮崎達夫、吉田寛、若林紀美代。

〈整理作業参加者〉青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、大久保明子、片岡滉貴、小林登喜江、坂井明、島貫雅子、

須藤さち子、鈴木千恵子、高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子、松島淳子。

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として次のとおりである。

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図・土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：３、２：３ 銭貨 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないものは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器★ 黒曜石・チャート 礫○

（４）土器断面図は、「 」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）縄文土器実測図における screen-tone の指示。

地文縄文 撚糸文

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。整理作業時に遺構名称を変更したものについては、新旧の名称を表等に記し

ている。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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第２表 ２００５（平成１７）年度旧大井町地域内埋蔵文化財調査一覧表

遺跡・地点名 申請地住所
調査面積
（�）

開発面積
（�） 原因

試掘調査期間
調査措置

（本調査期間）
１ 鶴ヶ岡外遺跡第３地点 亀久保１６７６－２７ ２５ １６０ 鉄塔建設２００５．１０．２５～２６ 試掘調査
２ 鶴ヶ岡遺跡第４地点 大井鶴ヶ岡３丁目１８－１・１２，２３‐３，２６‐６ １７５ １７４２ 店 舗 ２００５．５．１２ 工事立会後、試掘調査
３ 亀居遺跡第５８地点 亀久保２丁目９７５－１９・２４ ８ ７９ 個人住宅２００５．４．１８ 試掘調査

４ 亀居遺跡第５９地点 亀久保２－１０－５ ２５８ １，０７３ 共同住宅
２００５．８．３～３１ 試掘調査、

本調査（２００５．９．１～１６）
５ 亀居遺跡第６０地点 亀久保２－１７－７ ５２ ２９３ 個人住宅２００５．１０．２６～２７ 試掘調査

６ 鶴ヶ舞遺跡第８地点 鶴ヶ舞１－６９－４６～５１，６１～６６ ２３６ １，０８７ 分譲住宅
２００５．７．１１～８．１１ 試掘調査、

本調査（２００５．８．２４）
７ 鶴ヶ舞遺跡第９地点 鶴ヶ舞１－１６－５ ２３ １０４ 共同住宅２００５．１１．１ 試掘調査

８ 江川南遺跡第２０地点 東久保１－１８３－５ ２３７ ９５１ 宅地造成
２００５．８．１～１２ 試掘調査、

本調査（２００５．８．１８～９．１０）
９ 江川東遺跡第１０地点 東久保１－１７４－１・３６ ２６７ ８８１ 分譲住宅２００５．１０．１３～２４ 試掘調査
１０ 東久保遺跡第６３地点 ふじみ野２－５－１０・１２ ２３ １０５ 個人住宅２００６．２．１ 試掘調査
１１ 東中学校西遺跡第２３地点 ふじみ野４－１－６の一部 ２８８ ９２６ 店舗 ２００５．５．２４～３０ 試掘調査

１２ 東中学校西遺跡第２４地点 ふじみ野３－９－５ １９４ １，４２５ 店舗
２００５．６．２０～７．７ 試掘調査、

本調査（２００５．７．１１～１３）
１３ 東中学校西遺跡第２５地点 ふじみ野１－１－９・１０ １５１ ６０４ 分譲住宅２００５．６．２８～７．２ 試掘調査
１４ 東中学校西遺跡第２６地点 ふじみ野３－１０－８～１１ １４７ １，０６０ 音楽教室２００６．１．５～１０ 試掘調査
１５ 東中学校西遺跡第２７地点 ふじみ野３－１０－３の一部，－４ １４ １２０ 個人住宅２００６．１．１１ 試掘調査

１６ 西ノ原遺跡第５１地点 うれし野２－１‐Ⅸ ６００ １１８９ 店舗
１９９１．２．４～１２

本調査
（２００５．４．１１～４．２５）

１７ 西ノ原遺跡第１３２地点 苗間１－１５－１７ １００ ２７２
店舗併用
共同住宅

２００５．７．２８～８．２ 試掘調査、
本調査（２００５．８．３～１１）

１８ 西ノ原遺跡第１３３地点 旭１－８－８ ４８ １７６ 個人住宅２００５．１０．１１～１２ 試掘調査
１９ 西ノ原遺跡第１３４地点 旭１－１３－８ ４３ ３４８ 店舗 ２００５．１０．６～１１ 試掘調査

２０ 西ノ原遺跡第１３５地点 うれし野１－２２６－１ １，１４７ ３，３４１
店舗併用
集合住宅

２００６．３．１４～４．２８
試掘調査

（２００６．５）
２１ 中沢前遺跡第２６地点 苗間１－１１－１３ ５４ １７０ 分譲住宅２００５．１１．３～１２．１ 試掘調査

２２ 神明後遺跡第２６地点
大井苗間字神明後３０１，
３０３－３～５，３０４－１，３０３－７

６２ ６８９ 分譲住宅
２００５．６．１～８ 試掘調査、

本調査（２００５．６．１５～３０）

２３ 神明後遺跡第２７地点 苗間２４８－２，２４９－１ ６２ ３８５ 共同住宅
２００５．７．２０～２５ 試掘調査、

本調査（２００５．７．２７・２９）

２４ 苗間東久保遺跡第２４地点 苗間東久保６３７－１、６３７－２８ ５１５ ５６１ 分譲住宅
２００６．３．７～４．１４ 試掘調査、

本調査（２００６．４．１０～２８）
２５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３４２－２の一部 ６４ １１７ 道路築造２００６．１．１１～１２ 試掘調査

２６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３５４－２ ２２４ ６９６ 分譲住宅
２００５．１２．１～２６、
２００６．１．１３～２２

試掘調査、
本調査

（２００６．１．２３～２．２２）
２７ 大井氏館跡遺跡第１９地点 大井１－６－１３ ４ １，５００ 個人住宅２００５．６．７～８ 試掘調査
２８ 大井氏館跡遺跡第２０地点 大井１－７－７ ２７９ ７７３ 共同住宅２００６．３．２～１４ 試掘調査
２９ 本村遺跡第１１３地点 市沢２－２－３ ２７ １６２ 個人住宅２００５．５．９～１０ 試掘調査
３０ 本村遺跡第１１４地点 市沢３－２－１・１２ １２９ ８８７ 分譲住宅２００５．１０．２１～２８ 試掘調査

３１ 本村遺跡第１１５地点 市沢２－１０－６ １７０ ５７３ 分譲住宅

２００５．１１．２１～
２００６．１．３１ 試掘調査、

本調査（２００５．１２．１９～
２００６．２．２）

３２ 本村遺跡第１１６地点 市沢２－１０－４の一部 ９ １６８ 個人住宅２００６．１．１７ 試掘調査
３３ 本村遺跡第１１７地点 大井２－１１－４・６ １，４８７ １，５８２ 店舗 ２００６．３．２２～４．１４ 試掘調査
３４ 西台遺跡第６地点 西台８９１－５ ６８ ２８３ 分譲住宅２００５．６．２４～２８ 試掘調査
３５ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１５

１０９

２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３６ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１２ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３７ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－７，９，１ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３８ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－８，１０ ２３３ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３９ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－６ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
４０ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１４ ２２５ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査

合計 ７，２９９ ２５，７４０

2 第１章 遺跡と調査の概要



第１０章 西ノ原遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

西ノ原遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約３００

m、さかい川の谷頭部から約５００m下った右岸、標高

１８～２１mに位置する。さかい川は現在の富士見市勝

瀬字茶立久保付近に湧水源を持つ伏流水で、東から西

へ流れて入間川の支流新河岸川に注ぐ。かつては水量

も豊富であったと言われるが、現在は下水路となって

いる。西ノ原遺跡とさかい川との高低差は２～３m

で、武蔵野台地縁辺で一段低い部分、さかい川が侵食

によって作り出した低位台地上に立地する。

周辺の遺跡は、下流に中沢前遺跡が隣接し、さらに

神明後遺跡、苗間東久保遺跡、浄禅寺跡遺跡等縄文時

代の集落が存在する。さかい川対岸には東久保南遺跡

と富士見市オトウカ山遺跡があり、その下流には縄文

時代中期後半の集落である中沢遺跡が広がる。

本遺跡は昭和４０年代頃までは武蔵野の面影を残す農

村地帯であったが、区画整理事業とふじみ野駅の開設

により、民間開発が急増し遺跡の破壊が進んでいる。

と、同時に発掘調査も遺跡面積１０ha の約４０％が調査

されている。１９７１年以来２００６年１２月現在で１３８地点に

及ぶ調査で明らかになった遺跡の時期は、旧石器時

代、縄文時代早期・中期・後期、平安時代、中世、近

世である。特に縄文時代中期には、１８０軒を超す住居

跡が環状集落として形成され、武蔵野台地縁辺部にお

いて東台遺跡と共に中期全般を通した良好な大規模集

落跡であったことがわかる。

第２１図 西ノ原遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点調査年 面積（�）調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書
１ １９７１ 住居跡１、土坑３、集石土坑１ 大井町史資料編Ⅰ
２ １９７８ ２７０宅地造成 住居跡１、溝２、旧石器、縄文時代土器 「西ノ原遺跡」
３ １９７９ 宅地造成 土器片のみ出土
４ １９７９ ６６８宅地造成 遺構なし、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅰ
５ １９７９ 町史編纂 住居１、土坑１、早期炉穴２、縄文中期土器 大井町史料７
６ １９８０ ４５０宅地造成 土坑２、柱穴２、堀之内Ⅱ式土器他 東部遺跡群Ⅱ
７ １９８０ ５６３宅地造成 旧石器礫群２、縄文土坑１ 東部遺跡群Ⅱ
８ １９８０ ６６１宅地造成 縄文集石土坑２、土坑１、溝２、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅱ
９ １９８１ ６００ 柱穴６、溝２、石器、土器 東部遺跡群Ⅲ
１０１９８１ ４００個人住宅 柱穴１１ 東部遺跡群Ⅲ
１１１９８３ １９８宅地造成 縄文土坑１、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅴ
１２１９８３ ３３０ 縄文中期住居２、縄文土坑３９ 東部遺跡群Ⅴ
１３１９８３ ３５０ 縄文中期住居１、縄文土坑５６、集石１、溝１ 東部遺跡群Ⅴ
１４１９８３ ２４０ 縄文中期住居２、縄文土坑３、集石１、溝１ 東部遺跡群Ⅴ
１５ 共同住宅 縄文土坑２、ピット６
１７１９８５ １６５宅地造成 縄文土坑２、溝１ 東部遺跡群Ⅵ
１８１９８５ ５６９宅地造成 縄文中期住居１、縄文土坑１、ピット群 東部遺跡群Ⅵ
１９１９８６ ２３０住宅建設 縄文中期住居１、縄文土坑１、屋外埋甕２ 東部遺跡群Ⅶ

２０
１９８６、
１９８７

３，５５３区画道路
縄文早期炉穴４、中期住居１２、竪穴状
遺構、屋外埋甕２、落し穴５、土坑４０

調査会報告６

２１
１９８６、
１９８７

４４７住宅建設 竪穴状遺構１ 東部遺跡群Ⅶ

２２１９８７ ４８０資材置場 縄文中期住居２、縄文土坑１１、ピット２ 東部遺跡群Ⅷ
２３１９８７１，０２４区画道路 土坑２ 調査会報告６
２４１９８７ 縄文中期住居２軒確認、未検出

２６１９８８１，６４９区画道路
旧石器礫群、縄文中期住居３、土
坑９、ピット、屋外埋甕１

調査会報告６

２７１９８８ ９４２区画道路
縄文中期住居５、縄文土坑２、炉
穴１、集石土坑１

３０１９８９ 区画道路 土坑１ 調査会報告６
３２１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１、屋外埋甕３ 東部遺跡群Ⅸ
３３１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１ 東部遺跡群Ⅸ
３４１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１ 東部遺跡群Ⅸ
３５１９８９

４，０００
区画道路 縄文中期住居１、土坑１ 調査会報告６

３６１９８９ 区画道路
縄文中期住居４、縄文土坑５、落
し穴２、井戸１

調査会報告６

３８１９８９ ７４個人住宅 中期住居１、土坑３ 東部遺跡群Ⅹ
３９１９８９ ９４個人住宅 土坑２、溝２ 東部遺跡群Ⅹ
４０１９８９ ９８０ 消防訓練塔 中期住居４、土坑４、集石土坑１、ピット２８ 東部遺跡群Ⅹ
４１１９８９ ４７６区画道路 縄文中期住居４、土坑１ 調査会報告６

４２
１９９１、
１９９２

区画道路 屋外埋甕２、土坑１９ 調査会報告６

４３１９９０ ２７２個人住宅 縄文中期住居４、土坑３ 東部遺跡群ⅩⅠ

４４１９９０３，２２４区画道路
屋外埋甕、炉穴３、落し穴２、土
坑１６、集石土坑１

調査会報告６

４６１９９１ １９９個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅰ
４７１９９１ １４１個人住宅 遺構無し、石鏃、土器片のみ 町内遺跡群Ⅰ
４８１９９１

２，６１０
区画道路 縄文中期住居、土坑３ 調査会報告６

４９ １９９１、１９９２ 区画道路 縄文中期住居１２、集石土坑１、土坑８ 調査会報告６
５０１９９１ 区画道路 縄文中期住居１５、屋外埋甕１、土坑３ 調査会報告６集
５１１９９１１，１９０ モデルルーム 中期住居２、掘立柱跡、土坑２、ピット５ 町内遺跡群Ⅰ

５２１９９１ ９８４
ガソリン
スタンド

縄文中期住居１４、集石土坑７、土
坑５、野外炉１、ピット１９

調査会報告５

５４１９９２ 区画道路 集石土坑１、土坑１ 調査会報告６
５５１９９２ ２４１ 駐車場 縄文中期住居２、炉穴５、土坑１ 調査会報告５
５６１９９２ ２６１分譲住宅 集石土坑１、土坑３、ピット６、溝１ 町内遺跡群Ⅱ
５７１９９２ １７４個人住宅 中期住居２、土坑１ 町内遺跡群Ⅱ
５８１９９２ １４６個人住宅 遺構無し、縄文土器若干 町内遺跡群Ⅱ

５９１９９２ ４９４個人住宅
中期住居３、炉穴１１、屋外埋甕１、
土坑１、ピット１２

町内遺跡群Ⅱ

６０１９９２ ２５３個人住宅
中期住居２、炉穴４、土坑１、ピッ
ト３４、落し穴１

町内遺跡群Ⅱ

６１１９９３２，２４０区画整理 早期竪穴状１、落し穴３、土坑２、炉穴 調査会報告６
６３１９９４ １４７共同住宅 中（近世）ピット群、遺物無し 町内遺跡群Ⅲ
６４１９９４ ３２７共同住宅 近世・近代溝、前期土器 町内遺跡群Ⅲ

６５１９９４ ６１５共同住宅
縄文中期土坑３、平安時代住居
１、土師器、須恵器

町内遺跡群Ⅲ

６６１９９４ ４７４共同住宅 近代溝、縄文土器 町内遺跡群Ⅲ
６７１９９５ ３０８倉庫建設 縄文中期土坑、ピット、近代溝 町内遺跡群Ⅲ
６９１９９４１，８２１店舗建設 縄文中期住居２８、土坑６、ピット１１、溝１ 調査会報告１３
７０１９９４ ５５１店舗建設 屋外埋甕４、土坑１４ 調査会報告６

地点調査年 面積（�）調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書
７１１９９４ ３０９個人住宅 落し穴１
７２１９９４ ３２１個人住宅 縄文中期住居３、土坑２、溝２ 町内遺跡群Ⅳ
７４１９９４ １６９ 事務所建設 ピット６ 町内遺跡群Ⅴ

７５１９９５ ３７９ 事務所建設
縄文中期住居１７、集石土坑１、土
坑４、集石２、ピット９、溝１

調査会報告１３

７６１９９５ ４６８倉庫建設 ピット１、溝１ 町内遺跡群Ⅴ
７７１９９５ ３４７店舗建設 縄文中期住居１、土坑１８、溝４、ピット５８ 調査会報告１３
７８１９９５ ４５ 貯水槽建設 縄文中期住居３ 町内遺跡群Ⅴ
８１１９９５ ２２３ 店舗付住宅建設 溝１、遺物無し 町内遺跡群Ⅴ
８３１９９５ １９０個人住宅 縄文中期住居２、集石土坑２、土坑２、ピット２２ 町内遺跡群Ⅴ
８４１９９５ １３５個人住宅 土坑１、ピット５ 町内遺跡群Ⅴ
８６１９９６ ６９８個人住宅 土坑６、ピット２６、溝２ 町内遺跡群Ⅵ
８８１９９６ ７４５共同住宅 土坑３、ピット２９、柵列１、落し穴１、銭 調査会報告１３
８９１９９６ １４３個人住宅 溝、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９０１９９６ １７７個人住宅 縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、ピット９ 町内遺跡群Ⅵ
９３１９９６ １４１分譲住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９４１９９６ １６５個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９５１９９６ ２８３商業ビル 炉１ 町内遺跡群Ⅵ

９６
１９９６、
１９９７

３３３個人住宅
縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、
ピット３

町内遺跡群Ⅵ

９８１９９７ ２０６個人住宅 盛土保存 町内遺跡群Ⅵ
９９１９９７ ３９６個人住宅 土坑１、落し穴１、ピット１２、溝１ 町内遺跡群Ⅵ
１００１９９７ ４４７共同住宅 土坑２、ピット３ 町内遺跡群Ⅶ
１０２１９９７ １７９個人住宅 ピット２、溝２ 町内遺跡群Ⅶ
１０４１９９７ ２２３個人住宅 焼土、溝２ 町内遺跡群Ⅶ
１０５１９９８ ５６５共同住宅 縄文中期住居１、炉穴１、溝９ 町内遺跡群Ⅶ
１０６１９９８ １３５個人住宅 ピット１ 町内遺跡群Ⅶ
１０７１９９８ １３５個人住宅 ピット４、溝１ 町内遺跡群Ⅶ
１０８１９９８ ４１３個人住宅 縄文住居１、土坑１、近世溝３ 町内遺跡群Ⅶ
１１０１９９８ ３８５ 郵便局 落し穴１、集石１、礫群１ 町内遺跡群Ⅷ
１１１１９９８ ３５４個人住宅 ピット１、近世の溝１、道１ 町内遺跡群Ⅷ
１１２１９９９ １４４個人住宅 近世の溝のみ 町内遺跡群Ⅷ

１１３
１９９９、
２０００

２，８１７ 店舗
旧石器時代のユニット、中期住居
６、炉穴２、土坑、ピット、近世溝

町内遺跡群Ⅸ

１１４１９９９ ６７６ 駐車場 落し穴１、ピット２ 町内遺跡群Ⅸ
１１８２０００ ５４８店舗住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町内遺跡群Ⅹ
１１９２０００ ２２１倉庫建設 縄文中期住居３、土坑１、近世溝１ 町内遺跡群Ⅹ
１２０２００１１，１２０共同住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町内遺跡群ⅩⅠ
１２１２００２ ８０３個人住宅 縄文中期住居２、土坑２、ピット３５、近世溝４ 町内遺跡群ⅩⅠ
１２２２００２ ５９３共同住宅 縄文中期住居４、溝３ 町内遺跡群ⅩⅠ
１２３２００２ ２５２共同住宅 根切溝のみ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２４２００２ ５２４個人住宅 縄文中期住居１、土坑２、溝２ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２５２００３ １８２個人住宅 ピット５ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２７２００４ ３２７個人住宅 土坑１ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２８２００４ ６１４ 店舗 縄文中期住居１７、集石５、土坑１０、ピット１７ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２９２００４ ２３５共同住宅 縄文中期住居１ 町内遺跡群ⅩⅡ
１３２２００５ ２７２ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居３、炉穴７、土坑１ 調査会報告１８
１３３２００５ １７６個人住宅 遺構無し、土器片 市内遺跡群２
１３４２００５ ３４８ 店舗 道跡１ 市内遺跡群２
１３５２００６３，３４１ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居１ 市内遺跡群２

第１２表 西ノ原遺跡調査一覧表
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Ⅱ 西ノ原遺跡第１３２地点

（１）調査の概要

調査は店舗併用共同住宅建設に伴うもので、原因者

より２００５年７月２２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が

旧大井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲

の中央部に位置し、隣接地の調査から遺構の存在が確

実であるため原因者と協議の結果、本発掘調査のため

の遺構密度と遺存状態を確認する試掘調を実施した。

試掘調査は２００５年７月２８日から８月２日まで行った。

幅約２mのトレンチを設定し、重機で表土除去後、人

力で表面精査した結果、住居跡らしき遺構を確認した。

遺構の広がり、深さ及び遺物の密度を確認するための

拡張を行い、縄文早期炉穴群と縄文中期住居跡３軒を

確認した。旧石器時代の確認調査は行っていない。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は建物建設予定地部分について、２００５年８月

３日から１１日まで大井町遺跡調査会が行った。建物建

設範囲以外の駐車場部分については、遺構への影響が

無いものとして、今回は調査を行っていない。（大井

遺跡調査会で報告書刊行予定）。

（２）遺物

ここで報告する遺物は主に、試掘調査段階で遺構覆

土層から出土した遺物である。住居の床面又は炉内埋

設土器などについては別途本報告する。

�５１号住居跡覆土層出土土器

１～３は深鉢の口縁部で、隆帯で渦巻文と楕円形区

画をつくり、区画内には複節縄などを施す。４～６の

同部片は地文縄文で微隆帯又は沈線で懸垂文をつく

る。７は頸部無文帯から胴部片である。１～６は加曽

利 EⅡ式。

８～１１は隆帯と沈線、１２は沈線と条線文と、１３・１４

は地文縄文、１５は無文の浅鉢、８～１１は曽利Ⅳ式とい

える。

１６～１８は中型筒形深鉢の胴部片で、区画隆帯上に刻

目を入れ、区画内は三叉文や円形文が描かれる勝坂Ⅲ

式である。割愛した細片は１～１５の類が殆んどであ

る。

�５２号住居跡覆土層出土土器

１９は区画文をもつ口縁部片で、地文撚糸文。２０は頸

部無文帯から胴部片で地文撚糸に直下懸垂文の隆帯が

ある。１９と２０は加曽利 EⅠ新式。２１は頸部無文帯か

ら胴中部までの破片で、地文 LR縄文に、半截竹管状

工具で区画をつくる、加曽利 EⅠ新式併行期。

２２は小型深鉢の口縁部で全面に単節縄文がある。２３

と２４は地文縄文の胴部片で、２４には沈線の直下懸垂文

があるが磨消しはない。２５は中型、２６は小型の無文口

縁浅鉢である。

�１４６号住居跡覆土層出土土器

２７は２８の下部にあたり地文縄文で、２本の沈線間を

磨消した懸垂文をもつ。２８は渦巻と楕円形区画をもつ

口縁部片である。２９と３０は同一個体で地文縄文に磨消

懸垂文を加える。３１は半円形区画を隆帯と沈線で描く

地文縄文の口縁部である。３２と３３は沈線の懸垂文間を

磨消す。３４は粗製大型の浅鉢、３５は通常の中型浅鉢の

無文口縁部である。３６と３７は区画隆帯上に刻目をも

ち、３７は区画内に連続爪形文をもち、胴部下半は地文

縄文を施す。３６と３７は勝坂Ⅲ式。

３８は沈線による肋骨文をもつ、加曽利 EⅡ式に併

行する曽利系土器であろう。

Ⅲ 西ノ原遺跡第１３３地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年９月２２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井

町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央

部に位置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在

を確認するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年１０月１１日、１２日に行った。幅約１．５

mのトレンチ２本を設定し、重機で表土除去後、人

力で表面精査した結果、遺構・遺物は確認されなかっ

たことから、慎重工事の措置をとった。地山ローム面

までの深さは２０～３０�を測る。旧石器時代の確認調査

は行っていない。写真撮影・全測図作成等記録保存を

行い、埋め戻し調査を終了した。

Ⅳ 西ノ原遺跡第１３４地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴うもので、原因者より２００５年９

月２９日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井町教
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育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北部に位

置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認

するための試掘調を実施した。

試掘調査は２００５年１０月６日から１１日に行った。幅約

２mのトレンチ３本を設定し、重機で表土除去後、

人力で表面精査した結果、旧道路跡とみられる轍痕を

確認したが、その他の遺構・遺物は確認されなかった

ことから、慎重工事の措置をとった。。調査区全体に

盛土と攪乱がみられ、地山ローム面までの深さは１００

～１３０�を測る。旧石器時代の確認調査は行っていな

い。写真撮影・全測図作成等記録保存を行い、埋め戻

し調査を終了した。

Ⅴ 西ノ原遺跡第１３５地点

（１）調査の概要

調査は店舗併用共同住宅建設に伴うもので、原因者

より２００６年３月１０日付けで「埋蔵文化財事前協議書」

がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡

範囲の中央部に位置しており、原因者と協議の結果、

遺構の存在を確認するための試掘調を実施した。ただ

し、調査区北側の県道に近い部分は植木があるため、

来年度以降に試掘調査を行うこととした。

試掘調査は２００６年３月１４日から２８日まで行った。幅

約２mのトレンチ９本を設定し、重機で表土除去後、

人力で表面精査した結果、住居跡らしき遺構を確認し

た。ただし、調査区の北側で県道に面する部分は植栽

が行われているため、試掘調査は植栽の植え替え後に

改めて行う予定である。旧石器時代の試掘調査は、調

査区の北側で行ったが、南側部分では行っていない。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は遺構の確認された部分を拡張し、２００６年５

月２９日から６月 日までふじみ野市教育委員会が行っ

た。本調査の結果、縄文時代中期の住居跡１軒、早期

の炉穴１基を検出した。（ふじみ野市教育委員会で報

告書刊行予定。）
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第２３図 西ノ原遺跡第１３２・１３３・１３４地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）
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西ノ原遺跡第１３４・１３５地点・中沢前遺跡第２６地点

西ノ原遺跡第１３４地点調査区近景 西ノ原遺跡第１３４地点トレンチ

西ノ原遺跡第１３４地点トレンチ１ 西ノ原遺跡第１３５地点調査区全景

西ノ原遺跡第１３５地点調査区全景 中沢前遺跡第２６地点調査区近景

中沢前遺跡第２６地点トレンチ２ 中沢前遺跡第２６地点トレンチ２
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